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９2018.平成30年

第59回龍郷町相撲大会フォトレポート

好評／連載企画チャレンジたつごう

いよいよスタート
龍郷町の人口　平成30年８月末現在(前年比)　3,074世帯（+35） 男2,911人（-9） 女3,124人（+12） 計6,035人（+3）



　
明
治
維
新
１
５
０
周
年
記
念
、
第

59
回
龍
郷
町
相
撲
大
会
が
16
日
、
龍

郷
小
学
校
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約
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雨
天
中
止
が
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い
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の
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会
で
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が
、
今
年
は
見
事
な
快

晴
。各
集
落
の
応
援
に
も
熱
が
入
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

小学１年小学２年

小学４年 小学３年小学５年

中学１年 小学６年中学２年

優
勝

柳
賢
心

（
大
勝
）

３
位

小
牧
義
郎

（
大
勝
）

２
位

且
凌
芽

（
赤
徳
）

３
位

岩
崎
隼
大

（
龍
瀬
）

優
勝

赤
尾
幸
大

（
戸
口
）

３
位

大
山
兼
正

（
赤
徳
）

２
位

山
下
和
大

（
大
勝
）

３
位

横
山
榮
吉

（
大
勝
）

優
勝

川
畑
陽
上

（
大
勝
）

３
位

川
口
大
海

（
龍
郷
）

２
位

泰
江
琉
翔
夢

（
龍
瀬
）

３
位

松
村
玲
央

（
赤
徳
）

優
勝

重
信
俊
介

（
大
勝
）

３
位

栁
瀬
賢
太
郎

（
赤
徳
）

２
位

德
永
隼
也

（
赤
徳
）

２
位

豊
山
瑛
翔

（
赤
徳
）

３
位

恵
昊
太
郎

（
赤
徳
）

優
勝

里
山
想

（
赤
徳
）

３
位

牧
畑
麒
麟

（
大
勝
）

３
位

松
田
直
太
朗

（
赤
徳
）

３
位

山
口
來
徒

（
戸
口
）

２
位

柳
梓
瑠

（
戸
口
）

優
勝

新
島
弘
将

（
大
勝
）

２
位

山
田
隆
継

（
大
勝
）

３
位

大
山
宗
祐

（
赤
徳
）

優
勝

俵
幸
平

（
大
勝
）

３
位

久
保
武
蔵

（
赤
徳
）

優
勝

新
島
伊
武
起

（
大
勝
）

３
位

大
山
泰
世

（
赤
徳
）

２
位

竹
山
陸
斗

（
赤
徳
）

明治維新150周年記念
第59回  龍郷町相撲大会

大会結果
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団体戦小学生の部：優勝 大勝 団体戦中学生の部：優勝 大勝 団体戦一般の部：優勝 秋名

一般軽中量級

優勝
前 浜田龍之介（龍郷）

２位
左後 隈元伸之介（秋名）

３位
右後 大野  武士（龍郷）

後中央 新島  聡（龍郷）

一般無差別級

優勝
右前 柳  魁十（戸口）　

２位
左前 福  哲也（戸口）

３位
右後 隈元  大貴（秋名）

左後 窪田  一仁（秋名）
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TatsugoTownTopics

8/
17
　日本郵便株式会社九州支社にて「西郷隆盛ゆかり
の地奄美大島龍郷」オリジナルフレーム切手が限定販
売されました。島内の郵便局と、龍郷町役場、りゅうが
く館にてご購入いただけます。82円切手10枚1シート
1,300円となっております。記念にいかがですか？

オリジナル フレーム切手
「西郷隆盛ゆかりの地 奄美大島 龍郷」

9/
11
　早朝に行われるショチョガマ、夕方に行われ
る平瀬マンカイ。前日から時折雨が降り、天候
が心配されていましたが、祭事が行われる際に
は雨もやみ、滞りなく行われました。一歳未満の
男の子はインガ平瀬、女の子はメラベ平瀬と呼

ばれる岩を踏ま
せると健康に育
つといわれるこ
とから、秋名集
落 の楠元花 英
ちゃんも元気に
岩を踏みました。

どぅくさぁしもりんしょれよ～
龍郷町敬老祝い金対象者717名

多くの人で賑わいました
2018年アラセツ行事

9/6
　奄美警友会では登下校中の児童への、不審者の声
かけや、つきまとい事案の増加傾向をうけ、青パトに
よる見守り強化活動をスタートしました。龍郷地区で
は名越司さん、中原正栄さん（写真左）、中原保仁さ
ん（写真右）が所属。嘉渡地区の不審火等の発生見回

り、防犯全般にわ
たって活動していま
す。「嘉渡集落の人
たちが少しでも安心
に思って貰えたら」
と語っていました。

　奄美警友会では登下校中の児童への、不審者の声
かけや、つきまとい事案の増加傾向をうけ、青パトに
よる見守り強化活動をスタートしました。龍郷地区で
は名越司さん、中原正栄さん（写真左）、中原保仁さ
ん（写真右）が所属。嘉渡地区の不審火等の発生見回

り、防犯全般にわ
たって活動していま
す。「嘉渡集落の人
たちが少しでも安心
に思って貰えたら」
と語っていました。

取材：奄美警友会
パトロール隊見守り強化

９/
５

　町では80歳以上の方を対象に敬老祝い金をお渡し
しました。今年の対象者は717名。9月５日、龍郷の里
では伊東　江さん（104歳）が町長よりお祝い金を受
け取りました。町長は「まだまだたくさん長生きして下
さいね」と声をかけ、　江さんは「ありがとう。今日は

何の日だっけ？」
と確認。しっかり
歩くこともでき、元
気な様子がうかが
えました。　　

9/

9/

16
第117期総会・懇親会
東 京龍 郷会

10
　ダイドードリンコ（株）は、日本各地の祭りを応援
し、「日本の祭り」としてテレビ番組を制作、発信して
います。今年は「秋名のアラセツ行事」が選ばれ、同
社の髙松会長らが町を訪問しました。今年10月には
県内で、来年7月には全国放送にて、アラセツ行事が
紹介されます。

MBC10月28日（日）午後３時
「日本の祭り2018」放 送決 定

　東京龍郷会（大野春義会長）の第117期総会・懇
親会が9月16日、東京都千代田区の日本教育会館
であり、関東在住の龍郷町出身者及び来賓の
方々、約170名が、郷土の益々の発展を祈り親睦を
深めました。なお、本町からは町長、議会議長、企

画観光課職員の3
名が参加、親睦を
深めました。
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各集落の

敬老会
９月９日、多くの集落では敬老会が行われ
ました。さまざまな出し物でどの会場も盛
り上がりをみせました。

戸口集落 孫の初土俵入り中勝集落のホイヤヅナは珍しい行事です

手広集落 練習を重ねてきた男声合唱団

大勝集落 雨のため腕相撲大会を開催赤尾木集落 初土俵入り

唄声響く戸口集落 瀬留集落 日本舞踊をお披露目則副町長 対  川内区長の山田さん

龍郷集落 子どもたちもおもてなし いくつもの集落を回った龍南中吹奏楽部

※紙面の関係上全集落を掲載していません。
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制作：龍郷町商工会議所

龍郷町平成30年度

販売
期間 10月22日〜平成30年

有効期限：購入日～平成30年 1月 31日迄

龍郷町商工会発
行
・
販
売 大島郡龍郷町瀬留906【販売時間：午前9時～午後6時】
☎0997-62 -2131

龍郷町

プレミア
ム商品券

金一千圓
¥1,000

龍郷町商工
会

龍
郷
町

商
工
会

之

　印

No.

有効期限 平成31年1月31日まで

※お一人様 5冊まで
※18歳以上のご本人へ販売（代理購入不可）

プレミアム
商品券

取扱店のポスターが貼ってある事業所でご利用になれます。

使えるお店が
裏面に

載っています。

10%

お得
! 10,000円

1冊11,000円を

で購入

限定1,600セット

龍郷町
商工会
プレミアム
商品券
販売所

笠利⇒

龍郷湾

名
瀬⇒

龍郷町役場

重野玉里店

　　　第５回

たつごう
エッセイ
コンテスト

大島紬
テーマ

「歴史と文化をつむぎ未来へつなぐまちづくり」
に取り組む龍郷町は、

「たつごうエッセイコンテスト」を開催します。
全国各地から、
皆さんの心温まる作品をお待ちしております。

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会

後援：奄美新聞社 / 南海日々新聞社 
        南日本新聞社 / エフエムたつごう / 龍郷町

【応募・問合せ先】
たつごうエッセイコンテスト実行委員会

（龍郷町役場企画観光課内）
〒８９４－０１９２
鹿児島県大島郡龍郷町浦110番地
  ☎  ０９９７-６９-４５１２
Fax  ０９９７-６２-２５３５
　　koho@town.tatsugo.lg.jp

募集部門

募集資格

原稿枚数

審査員

賞

副賞

募集期間

小・中学生部門 ／ 高校・一般部門

小学５年生以上　
小学・中学・高校・専門学校生は奄美群島内居住に限る

原稿用紙２枚（８００字）以内

出水沢藍子 -作家- ／ 仲川文子 -詩人-

龍郷町教育長ほか

最優秀賞１点 ／ 優秀賞２点 ／ 佳作若干数 ／ 特別賞１点

最優秀賞 高校・一般 10万円 ／ 小・中学校 １万円分図書カード ほか

平成30年８月15日～平成30年10月末 必着

募集規定

結果発表

表彰式

応募上の注意点

「たつごうエッセイコンテスト応募」と記載して、メールもしくは封書によりお送りく
ださい。原稿はA４用紙か４００詰原稿用紙に縦書き。用紙をホッチキスなどでまとめ
ないでください。1枚目に①タイトル ②氏名（ふりがな） ③年齢 ④性別 ⑤住所 ⑥職業

（学生は学校名と学年） ⑦電話番号を明記。２枚目１行目から本文を書く。

平成31年１月以降

平成31年２月予定

・１人につき１点とします。応募作品の返却はいたしません。
・自作未発表の作品とし、ペンネームは不可とします。
・受賞作品の著作権は、たつごうエッセイコンテスト事務局に属します。
・募集により知り得た個人情報は、審査に関すること以外に使用しません。
・受賞発表時には、氏名、年齢、住所（市町村まで）を公表します。
・受賞作品には、龍郷町の各広報で掲載、使用します。
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環境文化型
体験交流事業とは

第 5 回
■
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
！

　

集
落
の
運
営
委
員
会
、
そ
し
て
各
団
体
へ
の
個
別
説
明

を
終
え
て
、
シ
マ
お
こ
し
法
人
の
設
立
を
担
う
準
備
委
員

会
の
委
員
を
集
落
内
全
戸
に
募
り
ま
し
た
。
委
員
募
集
に

あ
た
っ
て
は
、
少
し
で
も
協
力
者
が
現
れ
や
す
い
よ
う
に
、

準
備
委
員
会
は
、
設
立
に
必
要
な
こ
と
を
決
め
て
行
く
組

織
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
、
設
立
後
の
法
人
に
従
事
す
る

こ
と
ま
で
を
求
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
自
ら
委

員
を
名
乗
り
出
る
方
が
い
る
の
か
は
未
知
数
で
し
た
が
、

親
身
に
助
言
し
て
下
さ
る
方
々
の
お
蔭
で
と
て
も
心
強
い

メ
ン
バ
ー
が
委
員
と
し
て
立
ち
上
が
り
、
私
含
め
て
12
名

で
準
備
委
員
会
が
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
事
業

の
成
功
が
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
最
初

か
ら
集
落
全
員
に
理
解
が
得
ら
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

皆
で
動
き
出
す
事
で
少
し
ず
つ
形
を
作
り
、
信
用
を
得
な

が
ら
理
解
の
輪
を
拡
げ
、
集
落
に
欠
か
せ
な
い
法
人
に
育

て
上
げ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
準
備
委
員
会
の
体
制
づ
く
り

　

説
明
会
で
提
案
し
た
法
人
の
構
想
案
を
基
に
、
準
備
委

員
会
の
下
部
組
織
と
し
て
「
飲
食
」、「
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、

「
家
屋
」ご
と
に
作
業
部
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
各
部
会
は
、

事
業
毎
で
切
り
分
け
ま
し
た
が
、「
家
屋
」
部
会
に
つ
い

て
は
、
民
泊
だ
け
で
な
く
、
U
／
I
タ
ー
ン
者
の
受
け
入

れ
に
欠
か
せ
な
い
「
活
用
出
来
る
空
き
家
の
発
掘
」
と
い

う
集
落
課
題
と
繋
が
る
テ
ー
マ
も
設
定
し
ま
し
た
。
全
体

に
共
通
す
る
課
題
は
準
備
委
員
会
、
個
別
事
業
の
課
題
は
、

各
部
会
で
議
論
す
る
も
の
と
し
て
、
12
名
の
委
員
を
得
意

分
野
に
応
じ
て
配
置
す
る
体
制
の
議
論
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
委
員
長
、
副
委
員
長
の
他
、
両
集
落
区
長
は
、

準
備
委
員
会
と
集
落
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
「
相
談
役
」、
私

は
議
論
の
中
立
的
な
立
場
を
維
持
し
な
が
ら
会
議
を
整
え

る
た
め
に
「
事
務
局
」
と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。
準
備

委
員
会
は
、
法
人
設
立
後
解
散
す
る
短
期
的
な
活
動
で
す

が
、
目
的
に
対
し
て
必
要
な
体
制
を
整
え
、
委
員
と
し
て

関
わ
る
全
員
が
各
自
の
役
割
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
議
論

を
進
め
て
行
く
上
で
は
欠
か
せ
な
い
準
備
で
す
。

■
法
人
の
目
的
、理
念
、そ
し
て
命
名
に
か
け
る
想
い

　

い
き
な
り
施
策
の
議
論
か
ら
始
め
て
、
各
論
で
迷
走
し

て
し
ま
い
、
な
ん
と
な
く
声
の
大
き
な
意
見
で
方
向
性
が

決
ま
っ
て
し
ま
う
会
議
は
良
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ

為
に
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
そ
の
施
策
の
議
論
が
必
要
な
の

か
判
断
の
軸
に
な
る
「
目
的
」
と
「
理
念
」
の
共
有
が
欠

　龍郷町は、地域の課題に果敢に挑む地域の活

動を応援し、地域によるチャレンジがますます拡

がることを目指します。そして、このコーナーでは、

秋名・幾里で動き出した「環境文化型体験交流事

業」とは、どんな活動なのかを地域おこし協力隊

の村上が連載形式でご紹介します。

平成28年度平成29年度
７月~４月11月~８月３月~12月７月~４月11月~８月３月~12月

平成30年度
７月~４月11月~８月３月~12月

芝
浦
工
業
大
学

秋
名
幾
里
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・旧
秋
名
幼
稚
園
活
用
方
法
検
討

・シ
マ
の
魅
力
発
掘
調
査

・ア
ラ
セ
ツ
満
喫
ツ
ア
ー
実
施
提
案

・地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
助
成
金
に
応
募

・助
成
金
決
定

・ツ
ア
ー
実
行
委
員
会
発
足

　・研
修
第
１
弾

　・研
修
第
２
弾

　・先
進
地
視
察

　・ア
ラ
セ
ツ
満
喫
ツ
ア
ー（
実
証
実
験
）

・集
落
へ
法
人
設
立
提
案

・役
場
に
報
告

・役
場
よ
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
活
用
打
診

・秋
幾
運
営
委
員
会
へ
報
告
、実
施
決
定

・法
人
設
立
準
備
委
員
会
発
足

・ア
ラ
セ
ツ
満
喫
ツ
ア
ー

・法
人
設
立

集落調査
集落と検討作業

活性化施策提案参考資料として
検討に活用

龍
郷
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

着
任

活 動 連 携

こ
れ
ま
で
の
活
動

民
泊
ス
タ
ー
ト

今回ご紹介部分
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か
せ
ま
せ
ん
。
委
員
会
で
は
、
そ
の
２
つ
を
作
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
た
。「
目
的
」
は
、「
な
ぜ
法
人
を
立
ち
上
げ

る
の
か
」、「
理
念
」
は
、「
法
人
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
明
確

に
し
ま
す
。
こ
の
２
つ
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
議
論
を
進

め
る
と
、
物
事
の
優
先
順
位
や
決
断
の
根
拠
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
理
念
が
決
ま
る
と
、
法
人
に
不
可
欠
な
、「
法
人

名
」
を
決
め
る
判
断
基
準
に
も
な
り
ま
す
。
子
供
が
生
ま

れ
た
時
、
親
は
、
こ
う
い
う
人(

法
人)

に
な
っ
て
欲
し

い
と
想
い(

理
念)

を
こ
め
て
、
名
前(

法
人
名)

を
考
え

る
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
名
前
を
思
い
描
き
な
が
ら
、

愛
情
を
持
っ
て
育
て
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
法
人
も
き
っ

と
一
緒
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
で
愛
情
を
持
っ
て
、
こ
の
法

人
を
立
派
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
協
力
は
、活
動
の
底
力

　

次
は
、
法
人
格
選
び
で
す
。
理
念
、
事
業
内
容
に
沿
っ

て
議
論
し
た
結
果
「
一
般
社
団
法
人
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。   

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
同
様
、
公
益
的
な
活
動
に
使
わ
れ
る
法
人

格
で
す
が
、
小
さ
く
始
め
ら
れ
て
、
設
立
に
掛
か
る
時
間

や
事
務
工
数
の
少
な
さ
な
ど
、
事
業
運
営
ス
ピ
ー
ド
も
保

つ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
う
え
公
益
的
な
活
動
と
し
て
認
知

さ
れ
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

法
人
格
は
、
設
立
発
起
人
が
最
低
２
名
必
要
で
す
。
元
々
、

委
員
に
そ
こ
ま
で
お
願
い
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
訳
で
は
な

い
の
で
、
難
航
を
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
達
が
や

ら
な
く
て
は
と
10
名
の
委
員
が
自
ら
表
明
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
打
合
せ
頻
度
も
多
く
、
仕
事
な
ど
が
あ
り
な
が
ら

は
負
担
の
大
き
い
活
動
で
す
が
、
前
向
き
に
協
力
し
合
う

姿
は
、
設
立
後
も
法
人
の
底
力
と
し
て
、
き
っ
と
発
揮
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。
実
務
運
営
を
担
う
役
員
は
、
も
う
少

し
法
人
概
要
を
整
理
し
て
か
ら
決
定
す
る
こ
と
と
し
て
、

い
よ
い
よ
法
人
拠
点
の
設
立
場
所
や
民
泊
の
物
件
な
ど
、

事
業
を
具
体
的
に
決
め
て
行
く
段
階
に
な
り
ま
し
た
。

この記事を書いた人

龍郷町地域おこし協力隊

村上 裕希（36 歳）

奈良県生駒市出身、横浜市育ち。

奄美の人々の温かさに魅了され、何度

も通ううちに移住を決意。大好きな島

に貢献するやりがいに魅かれ協力隊に

応募。妻と息子（3 歳）の３人で秋名

に暮らす。

設立の目的法人の理念法人名（案）

先
人
が
守
っ
て
き
た
秋
名
・
幾
里
集
落
の
自
然
、文

化
、豊
か
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
将
来
の
世
代
に
引
き
継

ぎ
、明
る
い
集
落
が
将
来
に
渡
っ
て
存
続
し
続
け
る

た
め
の
地
域
課
題
解
決
に
寄
与
す
る
こ
と
。

一
、私
た
ち
は
、

　
　秋
名・幾
里
の
活
性
化
の
為
に
若
者
を
呼
び
込
み
、

　
　賑
や
か
な
集
落
作
り
に
貢
献
し
ま
す
。

二
、私
た
ち
は
、

　
　秋
名・幾
里
を
訪
れ
た
人
々
に
集
落
の
文
化
や
暮

　
　ら
し
ぶ
り
を
知
っ
て
も
ら
う
為
に
、集
落
の
人
々

　
　も
楽
し
み
な
が
ら
、お
も
て
な
し
の
心
で
、民
泊
や

　
　シ
マ
料
理
、体
験
活
動
等
の
事
業
を
展
開
し
、何
度

　
　も
来
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と

　
　を
目
指
し
ま
す
。
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子ども医療費助成の

新制度について

対象世帯の窓口負担が

10月から無料になります

問 合 先 　

保健福祉課子ども医療費助成係 

☎ 0 9 9 7 - 6 9 - 4 5 1 4

平成３０年１０月診療分から

「住民税非課税世帯の未就学児」につ

いては医療費の窓口負担が無料にな

ります。（※保険適用となる医療費の

み）対象となる世帯につきまして、子

ども医療費の受給者証と別に、窓口

負担が無料になる受給者証を郵送し

ます。（手続不要）

ただし、龍郷町で課税区分の把握が

出来ない左記の世帯については、手

続きが必要です。

手続きが必要な世帯
★平成30年1月1日時点で龍郷町に住所のない住民税非課税世帯
★平成30年所得未申告の世帯で住民税非課税の場合
　（課税区分が不明のため）

登録手続に必要なもの
・対象となる子どもの健康保険証
・保護者名義の通帳
・印鑑
・非課税世帯であることが証明できる書類

改正前：子ども医療費受給対象世帯　自動償還払い

改正後：住民税非課税世帯の未就学児　現物給付
　　　　（窓口での自己負担なし）※保険適用となる医療費のみ

改正

内容

漁
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

　
平
成
30
年
11
月
１
日
現
在（
流
通
加
工

調
査
は
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
）で｢

２

０
１
８
年
漁
業
セ
ン
サ
ス｣

を
実
施
し
ま

す
。「
漁
業
セ
ン
サ
ス
」は
、我
が
国
漁
業
の

生
産
構
造
、就
業
構
造
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、漁
村
、水
産
物
流
通
・
加
工
業

な
ど
の
漁
業
を
と
り
ま
く
実
態
と
変
化
を

総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、統

計
法
に
基
づ
い
て
５
年
ご
と
に
行
う
大
規

模
な
調
査
で
す
。

　
漁
業
の
現
状
を
知
り
将
来
を
考
え
る
た

め
の
大
切
な
調
査
で
す
。ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◇
問
合
先

企
画
観
光
課

☎
０
９
９
７‐

６
９‐

４
５
１
２
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無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
に
つ
い

て
も
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
30
年
10
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

10
／
11（
木
）

　
早
瀬
弥
恵
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

10
／
18（
木
）

　
鈴
木
穂
人
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

10
／
25（
木
）

　
小
山
献
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
午
前
12
時

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は
一
人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を

ま
と
め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け

て
申
込
さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

◇
問
合
先
・
予
約
先

奄
美
市
役
所
市
民
恊
働
推
進
課

市
民
係
生
活
係

☎
０
９
９
７‐

５
２‐

１
１
１
１

　（
内
線
１
７
１
６
）

受
付
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
も

市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座 

in 

奄
美

　
男
女
共
同
参
画
の
基
礎
知
識
や
、身
近

な
と
こ
ろ
で
男
女
共
同
参
画
の
理
解
を
広

め
る
た
め
の
手
法
を
学
び
ま
す
。参
加
は

無
料
で
す
。

講
師  

た
も
つ
ゆ
か
り
さ
ん
・
髙
﨑
恵
さ
ん

１
回
目  

10
／
20（
土
）

10
時
〜
16
時（
昼
食
・
休
憩
含
む
）

２
回
目  

10
／
21（
日
）

10
時
〜
15
時
10
分（
昼
食
・
休
憩
含
む
）

会
場
／
大
島
支
庁
奄
美
会
館
２
階
会
議
室

原
則
と
し
て
２
回
と
も
受
講
で
き
る
方

申
込
締
め
切
り
　
10
月
13
日（
土
）

◇
問
合
先

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
男
女
共
同
参
画
推
進
課
）

☎
０
９
９‐

２
２
１‐

６
６
０
３

「
公
証
週
間
」

10
月
１
日
〜
７
日
は「
公
証
週
間
」で
す
。

遺
言
や
各
種
契
約
書
は

公
正
証
書
で
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
、遺
産
相
続
を
め
ぐ
る
争
い
や
、

金
銭
、老
後
の
財
産
管
理
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
遺
言
や
養
育

費
の
支
払
、金
銭
消
費
貸
借
、土
地
・
建
物

の
賃
貸
借
契
約
、任
意
後
見
契
約
な
ど
、

遺
言
や
大
切
な
各
種
契
約
を
、公
正
証
書

で
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、こ
れ
ら
の

紛
争
を
未
然
に
防
止
し
、あ
な
た
の
財
産

や
権
利
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
に
、老
後
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
に
、

遺
言
公
正
証
書
や
任
意
後
見
契
約
公
正

証
書
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
公
証
人
役
場
で
相
談（
無
料
）を
希
望

す
る
方
は
、電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

け
ま
す
。

◇
問
合
先

名
瀬
公
証
人
役
場

☎
０
９
９
７‐

５
２‐

２
６
６
１

あ
な
た
の
戸
籍
を
つ
く
る
た
め
に

〜 

無
戸
籍
の
方
へ  

あ
き
ら
め
な
い
で 

〜

　
戸
籍
は
、日
本
国
籍
で
あ
る
こ
と
を
証

明
で
き
る
唯
一
の
公
的
証
明
で
す
。

　
近
年
、日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
戸
籍
の

な
い
人（
以
下「
無
戸
籍
者
」と
い
い
ま
す
。）

が
い
る
こ
と
が
社
会
問
題
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
、無
戸
籍
者
は
１
万
人
い
る
と
の

報
道
も
さ
れ
ま
し
た
。
無
戸
籍
者
と
な
っ

た
事
情
は
様
々
で
す
。例
え
ば
、子
を
出
産

し
た
母
親
が
、子
の
血
縁
上
の
父
が
別
に

い
る
こ
と
を
理
由
に
、民
法
の「
離
婚
後
３

０
０
日
以
内
に
生
ま
れ
た
子
は
、元
夫
の

子
と
し
て
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
」と
い
う

決
ま
り
に
従
い
、元
夫
の
子
と
し
て
出
生

届
を
提
出
す
る
の
を
た
め
ら
い
、子
が
無

戸
籍
者
と
な
っ
て
い
る
な
ど
の
事
情
が
考

え
ら
れ
ま
す
。こ
の
場
合
、生
ま
れ
た
子
を

血
縁
上
の
父
の
戸
籍
に
記
載
す
る
た
め
に

は
、家
庭
裁
判
所
で
の
手
続
が
必
要
で
す
。

　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
で
は
、無
戸
籍
者

又
は
そ
の
関
係
者
か
ら
、無
戸
籍
と
な
っ

た
事
情
を
う
か
が
っ
た
上
で
、ど
の
よ
う

な
手
続
に
よ
っ
て
戸
籍
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
か
一
緒
に
考
え
、無
戸
籍
状
態
の

解
消
に
向
け
た
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。相
談
は
無
料
で
す
。

　
無
戸
籍
で
お
悩
み
の
方
又
は
無
戸
籍

者
を
知
っ
て
い
る
方
は
、ま
ず
御
相
談
く

だ
さ
い
。

　◇
無
戸
籍
者
に
関
す
る
相
談
窓
口

鹿
児
島
地
方
法
務
局 

奄
美
支
局

☎
０
９
９
７‐

５
２‐

０
３
７
６

龍
郷
町
町
民
税
務
課

☎
０
９
９
７‐

６
９‐

４
５
１
９
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行
政
相
談
週
間

　
総
務
省
で
は
、行
政
相
談
制
度
に
つ
い

て
、広
く
国
民
に
理
解
さ
れ
、利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、毎
年
10
月
の
一
週
間
を

「
行
政
相
談
週
間
」と
定
め
て
お
り
ま
す
。

行
政
相
談
週
間

　
10
／
15（
月
）〜
10
／
21（
日
）

･

龍
郷
町
で
の
行
政
相
談
所
開
設
に
つ
い
て

　
10
／
20（
土
）

　
り
ゅ
う
が
く
館
２
階
　
研
修
室

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　◇
連
絡
先

☎
０
９
９
７‐

６
２‐

３
７
２
２

　
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で「
ど
こ
に
ど
の
よ

う
に
相
談
・
要
望
し
た
ら
い
い
の
？
」と
お
困

り
の
方
は
、行
政
相
談

員
に
相
談
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

相
談
は
無
料
で
、秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 くぼしま  ま さき み

窪 島 將 公 さん

龍郷町行政相談委員

行政相談
マスコット

キクーン

奄
美
の
伝
統
料
理
講
習
会

し
ま
ま
〜
さ
ん
も
ん
応
援
団「
奄
美
の
伝

統
料
理
講
習
会
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時  

平
成
30
年
11
月
17
日（
土
） 

　

　
　
　
10
時
〜
13
時

場
所  

り
ゅ
う
が
く
館 

調
理
室

料
金  

１
０
０
円（
損
害
保
険
料
）

募
集 

　

20
名〔
学
生（
小
学
生
以
上
）

                              

と
保
護
者
な
ど
〕

内
容 

１
．郷
土
料
理「
ミ
ズ
イ
カ
の
マ
ダ
汁
」を

　
　
作
ろ
う
！

２
．直
売
所
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
作

　
　
ろ
う
！

持
ち
物  

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具

◇
申
込
・
問
合
先

㈱
あ
い
か
な

☎
０
９
９
７‐

５
５‐

４
０
２
０

龍
郷
町
役
場
農
林
水
産
課

☎
０
９
９
７‐

６
９‐

４
５
２
４

11
月
２
日（
金
）ま
で
に

電
話
等
で
申
込

（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

秋
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

　
平
成
30
年
秋
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
は『
ま
ず
は
ワ
ン
チ
ェ
ッ
ク
、

ワ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
で
農
作
業
安
全
』で
す
。

　
９
月
か
ら
10
月
は
、稲
刈
り
や
さ
つ
ま

い
も
の
収
穫
、野
菜
の
値
付
け
準
備
な
ど
、

農
作
業
が
忙
し
く
な
り
ま
す
。
農
作
業
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
次
の
５
点
を
意
識
し
て

安
全
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
１
）ト
ラ
ク
タ
に
安
全
フ
レ
ー
ム
を
装
着

し
、運
転
時
に
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
着
用
し
よ
う
。

（
２
）路
肩
ま
で
草
刈
り
を
行
い
、路
面
と

側
溝
等
と
の
境
界
を
把
握
で
き
る
よ
う
に

し
よ
う
。

（
３
）機
械
の
詰
ま
り
を
取
り
除
く
際
は
、

機
械
の
動
作
が
静
止
し
て
か
ら
取
り
除
こ

う
。

（
４
）こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
行
い
、熱
中

症
に
気
を
付
け
よ
う
。

（
５
）も
し
も
の
備
え
に
労
災
保
険
に
加
入

し
よ
う
。

◇
問
合
先

龍
郷
町
役
場
農
林
水
産
課

☎
０
９
９
７‐

６
９‐
４
５
２
４

10
月
は「
土
地
月
間
」

　
土
地
は
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た
貴
重

な
資
源
で
す
。将
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
、明
日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
も

土
地
の
有
効
利
用
が
大
切
で
す
。

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は
、国

土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で

す
。届
出
は
契
約
を
結
ん
だ
日
か
ら
２
週

間
以
内
に
、土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
役

場
の
国
土
利
用
計
画
担
当
窓
口
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

事
後
届
出
制

■
届
出
者

土
地
の
権
利
取
得
者（
買
主
）

■
届
出
に
必
要
な
土
地
取
引

　
売
買
、交
換
、営
業
譲
渡
、譲
渡
担
保
、代

物
弁
済
、地
上
権
・
賃
借
権
の
設
定
・
譲
渡

■
土
地
取
引
の
規
模（
面
積
要
件
）

ア  

市
街
化
区
域
２
千
㎡
以
上

イ  

ア
を
除
く
都
市
計
画
区
域
５
千
㎡
以
上

ウ  

都
市
計
画
区
域
以
外
区
域
１
万
㎡
以
上

◇
問
合
先
／
龍
郷
町
役
場
土
地
対
策
課
☎

０
９
９
７‐

６
９‐

４
５
２
８
／
県
庁
地
域

政
策
課
土
地
対
策
係
☎
０
９
９‐

２
８
６‐

５
５
２
９
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りゅうがく館だより 平成 30 年

９月号

新着図書案内
●一般書● ●児童書●

屋外スポーツにうってつけの涼しい日が増えてきましたね。

生活の中に適度な運動を取り入れて、健康的に過ごしましょう！

・『ワンダー　Wonder』 （R・J・パラシオ/ほるぷ出版）

・『ハブラシくん』 （岡田 よしたか/ひかりのくに）

・『いそげ！きゅうきゅうしゃ』 （竹下 文子/偕成社）

・『大食いフィニギンのホネのスープ』
 （カンブリア・エバンズ/BL出版）

・『おしりたんてい　みはらしそうの かいじけん』 
（トロル/ポプラ社）

・『ナビラとマララ』 （宮田 律/講談社）

・『生まれたときからせつない動物図鑑』 
（ブルック・バーカー/ダイヤモンド社）

・『なんにもできないおとうさん』 
（ひがし ちから/あかね書房）

・『ケンムンとぼくの夏』 （永田 萠/渡博文ゆめ基金）　　

　他、合計34冊

　講談社の「全国訪問おはなし隊」が、龍郷町
にやってきます！絵本をたくさん載せたキャラ
バンカーを見学して気に入った絵本を読んだ
り、隊長のおはなし会を聴いたりと、楽しい時間
になること間違いなし！どなたでも無料で参加
できます。ぜひ足をお運びください♪

時間 ： 午後３時30分スタート
場所 ： りゅうゆう館　文化ホール
内容 ： キャラバンカー見学（30分）
　　　おはなし会（30分）　合計１時間

詳しくは、りゅうがく館 ☎ 0997-62-3110 までお問い合わせください

木
10/25

おはなし隊に
最初から最後まで参加して
くれたお友達には、プレゼントが
用意されているよ☆

・『難しいことはわかりませんが、「がん」にならない
                         方法を教えてください！』 （水上 治/文響社）

・『未来のミライ』 （細田 守/KADOKAWA）

・『筋トレが最強のソリューションである』 
（Testosterone/U-CAN）

・『下町ロケット　ゴースト』 （池井戸 潤/小学館）

・『１分で話せ』 （伊藤 羊一/ SBクリエイティブ）

・『世界の名車をめぐる旅』 （高島 鎮雄/二玄社）

・『やまない雨はない』（大活字本） （倉嶋 厚/埼玉福祉会）

・『薩摩島津家全史』 （standards/standards）　

他、合計40冊

※途中入場できませんのでご注意ください
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2018.8月～
駐在委員紹介

任期：平成30年８月～平成32年７月

各集落の駐在員の方々です。
宜しくお願いします。

秋名
隈 元  已 子
結のある地域
をめざして行
きたいと思い
ます。

楽しく朗らか
に人生を謳歌
してまいりま
す。

嘉渡
藤 山  博 文
明るい集落へ
と頑張ってい
きたいと思い
ます。

円
村 田  貞 雄
集落作業等に
住民の不参加
をなくしたい。
一致団結

安木屋場
阿世知 正博
集落の皆様と
共に集落の活
性化に取り組
んでいきたい！

龍郷
豊  幸 子
皆さんの意見を
聞き、指導と協
力をいただきが
んばりたいです。

久場
岩崎 サダ子
集落活性化の
為頑張ってい
きたいと思い
ます。

瀬留
惠 島  廣 光
責任を持って
集落の為がん
ばります。

玉里
圓  和 之
住み良い街づ
くり目指して
皆様と協力し
て頑張ります。

屋入
岡山 チカ子
皆様に協力し
て頂きながら
責務をはたし
ていきたいと
思っています。

浦
川 畑  英 子
昭和 21 年生。
２年間がんば
ります。

大勝
川 元  博 文
昭和 28 年生。
がんばります。
よろしくおね
がいします。

川内
山 田  隆
地域の皆さん
と共に集落づ
くりをしたい
です。

中勝
中 田  留 弘
ガンバリマス

下戸口
山 口  利 博
２年間
頑張ります。

中戸口
植 田  敏 博
ガンバリマス

上戸口
泉  一 成
ゆっくり、や
さしい愛ある
集落に向かっ
て頑張ります。

手広
栁 瀬  淳 一
明るく楽しい
手広集落の一
助になれるよ
うにがんばり
ます。

赤尾木
渡  美 範
地域に感謝！
これからも地
域の為に１人
の為に行動し
てまいります。

芦徳
池 岡  広 典
新しく区長に
なりましたの
で頑張ってい
きます。

敬久



椎の木
　秋は実りの季節ですが、皆さんお馴染みの椎の

実です。奄美の椎の木は「オキナワジイ」と言いま
す。椎の実を色々な生き物たちがエサとして必要
としていますが、今年は台風の影響で実の付きが
去年より少ないためイノシシ等の生き物が山から
下りてくるかもしれませんので農家への影響が心
配です。
　人にも生き物たちにも何らかの影響を与える植
物です。

1 0 月 のどぅくさ 会
１
２
３
４
６
８
９
10
11
15

16
17
18
19
20
23
24
30
31

（月）

（火）

（水）

（木）

（土）

（月）

（火）

（水）

（木）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（火）

（水）

（火）

（水）

安木屋場・瀬留・赤尾木

上戸口

円

中勝

玉里

浦・芦徳

嘉渡・上戸口

円

中戸口

安木屋場・瀬留・赤尾木

上戸口

円

中勝 12時から

川内

玉里・大勝・下戸口

嘉渡・上戸口

円

上戸口

円

香
典
返
し
お
礼

・
森
田 

祐
二（
故
森
田
カ
ヲ
リ
）

龍
郷
集
落

・
南 

和
泉（
故
南
信
夫
）

社
会
福
祉
協
議
会

・
迫
田 

進
一
郎（
故
迫
田
イ
ワ
子
）

安
木
屋
場
集
落

安
木
屋
場
老
人
ク
ラ
ブ

社
会
福
祉
協
議
会

・
竹
山
雅
之（
故
竹
山
ミ
ネ
子
）愛

寿
園

【
８
月
届
出
】
　
　

　沖
島

　亜
咲

　石
原

　虎
明

　池
山

　竜
ノ
介

　里
井

　伊
織

　西

　
　紗
里
奈

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 敬

称
略

保
護
者

健
人

豊正
穂

大
起

政
宗

赤
尾
木

手
広

屋
入
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ご
冥
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が
あ
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す
。ま
た
原
稿
の
内
容
に
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響
が
な
い
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度
の
校
正
及
び
編
集
に
つ

い
て
は
広
報
係
に
お
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せ
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さ
る
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お
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た
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礼

大
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市
寝
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市
　
豊
利
喜
様
よ
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広
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た
つ
ご
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」へ
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
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ご

ざ
い
ま
す
。

　
今
月
の
広
報
た
つ
ご
う
、い
か

が
で
し
た
か
？
記
事
へ
の
ご
意

見
・
ご
感
想
、身
の
回
り
で
起
き
た

楽
し
い
出
来
事
な
ど
、お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
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【
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【
校
正
・
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集
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載
に
つ
い
て
】

　
紙
面
の
都
合
上
、掲
載
数
に
は
限
り

お
便
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

あ
さ

こ
あ

り
ゅ
う
の
す
け

い
お
り

さ
り
な
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★
かがんばなトンネル

●

●
円郵便局

●円小学校

鑑賞スポット鑑賞スポット

龍郷町の魅力★再発見！

龍郷のこともっと知って欲しい★ ドラゴンアイ

この記事を書いた人

　円集落の県道にある「かがんばなトンネル」に、春分
の日の前と秋分の日の後の数日間だけ夕日がすっぽり
と入る神秘的な光景を見ることができます。龍の顔に
目が入るように見えることから“龍の目”や“ドラゴン
アイ”と呼ばれ、春と秋の風物詩になっています。
　今年の見頃は、9月26日～10月15日頃だそうです。
鑑賞スポットは、円集落をはさんでトンネルの対岸に
あります。太陽の位置が日に日に変わっていくので、
トンネルに夕陽が入るように移動して見るのがオスス
メです。
　日没の頃（午後5時53分～6時16分）、お天気の良い
日にぜひお出かけください。道路
沿いで見学される際は、車の通行に
くれぐれもお気をつけくださいね。

かがんばなトンネルの夕陽

龍郷町地域おこし協力隊 辰巳 奈緒子

■どぅくさ会  14:00~16:00
■でぃでぃクラブ  
　りゅうがく館  13：30～16：00
■保健センター開放
　   乳幼児対象 10：30～ 

10月行事予定 October ※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

■どぅくさ会  赤尾木 
安木屋場・瀬留

■どぅくさ会  赤尾木 
安木屋場・瀬留

■行政相談14：00～
　りゅうがく館
■どぅくさ会  
玉里・大勝・下戸口

■１歳６ヶ月児健診
　どぅくさぁや館
　12：30～
■どぅくさ会
　嘉渡・上戸口

■厚生連健診 ■厚生連健診

■乳児健診12：30～
　どぅくさぁや館
■楽らく龍・秋・大
■どぅくさ会 中戸口

■どぅくさ会    玉里

■どぅくさ会  
　浦・芦徳

■世話焼きさん研修会
りゅうがく館14：00～
■どぅくさ会  上戸口

■どぅくさ会  円

■どぅくさ会  円

■楽らく龍・秋・大
■どぅくさ会  中勝

■統計の日
■楽らく龍・秋・大
■どぅくさ会  中勝
　12：00～

■講談社おはなし隊
15：30～りゅうがく館
■楽らく龍・秋・大

■   第59回
　町民体育大会
　町中央グラウンド
　8：40～

■たつごう在宅
　家族の会13：30～
　りゅうがく館
■どぅくさ会  円

■おなかスッキリ
　運動教室19：30～
　どぅくさぁや館
■どぅくさ会  円

■じゃがいも会
どぅくさぁや館13：30～
■どぅくさ会  上戸口

■どぅくさ会  
　嘉渡・上戸口

■どぅくさ会  上戸口 ■   第５回
　たつごうエッセイ
　コンテスト〆切
■どぅくさ会  円

■楽らく体操教室
　 　・龍郷  毎週木曜 午前９：30～

・秋名/幾里  毎週木曜 午後２：00～
　 　・大勝  毎週木曜 午後２：00～
　 　・川内  毎週金曜 午後７：30～

■保健センター開放
■でぃでぃクラブ
■楽らく川

■保健センター開放
■でぃでぃクラブ
■楽らく川
■世話焼きさん研修会
りゅうがく館14：00～

■保健センター開放
■でぃでぃクラブ
■どぅくさ会  川内

■保健センター開放
■でぃでぃクラブ
■楽らく川

■おはなし会10：00～
　りゅうがく館

Tatsugo -16-

発
行

/龍
郷

町
役

場
　

編
集

/企
画

観
光

課
 　

〒
894-0192鹿

児
島

県
大

島
郡

龍
郷

町
浦

110番
地

電
話

0997-62-3111　
Ｆ

Ａ
Ｘ

0997-62-2535　
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp　

koho@
tow

n.tatsugo.lg.jp
9
Septem

ber
2018


